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完熟したイチゴ果実において、アントシアニンは見た目に、また、糖や有機酸は甘味や酸味に重要な成分ですが、その分布は

十分に明らかになっていません。そこで本研究では、イメージング質量分析法を用いて、これらの成分を可視化し、その特徴

的な分布を明らかにしました。その中でも特に、スクロースがイチゴの先端側に蓄積していることを見出し、イチゴの先端側

が甘い理由の一つを示すことが出来ました。

なお、本研究は、私立大学戦略的研究基盤形成支援事業(S131052A01)の支援を受けて行われました。
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